
雑
誌
『
少
年
園
』

に
お
け
る
「
少
年
」

論
説
欄
を
中
心
に
（
1
）
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〈
－
〉

　
一
八
八
八
（
明
治
2
1
）
年
一
一
月
三
日
、
雑
誌
『
少
年
園
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
木

村
小
舟
は
、
明
治
少
年
文
学
の
発
生
と
変
遷
を
著
し
た
『
少
年
文
学
史
明
治
篇
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

の
な
か
で
、
同
誌
の
出
現
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

　
明
治
初
期
に
登
場
し
た
少
年
雑
誌
が
、
漸
く
作
文
本
位
の
旧
套
を
脱
却
し
て
、

学
問
、
修
養
、
娯
楽
等
の
健
全
な
る
総
合
記
事
に
重
点
を
置
き
、
而
も
当
代
一
流

の
知
名
大
家
の
寄
稿
を
蒐
め
て
、
誌
面
の
大
部
分
を
こ
れ
に
充
て
、
僅
か
に
一
少

部
分
を
少
年
の
投
書
に
割
き
、
恰
も
現
代
盛
行
の
少
年
雑
誌
に
類
す
る
進
歩
的
体

裁
を
備
う
る
に
至
つ
た
の
は
、
即
ち
、
明
治
廿
一
年
以
降
の
新
事
象
に
て
、
こ
れ

が
先
駆
を
な
せ
る
者
は
、
実
に
山
縣
悌
三
郎
の
主
宰
せ
る
新
雑
誌
「
少
年
園
」
で

あ
つ
た
。

引
用
中
「
総
合
記
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
少
年
園
』
の
誌
面
は
、
〈
少
年
園
〉

〈
学
園
〉
〈
文
園
〉
〈
謂
園
〉
〈
叢
園
〉
〈
芳
園
V
の
六
つ
の
欄
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
『
頴
才
新
誌
』
（
明
治
1
0
年
創
刊
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
従
来
の
作
文
投
稿
雑

誌
に
は
な
い
清
新
さ
を
持
っ
て
い
た
。
徳
富
蘇
峰
に
よ
っ
て
創
刊
（
明
治
2
0
年
）
さ

れ
た
『
国
民
之
友
』
に
倣
っ
た
と
も
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
少
年
雑
誌
「
リ
ト
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

フ
ォ
ー
ク
ス
」
に
影
響
を
受
け
た
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
「
進
歩
的
」
な
誌
面
構
成

は
、
以
後
、
中
央
・
地
方
を
問
わ
ず
、
相
次
い
で
創
刊
さ
れ
る
幼
少
年
雑
誌
の
モ

　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

デ
ル
と
な
っ
て
い
く
。

　
加
え
て
、
同
誌
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
は
っ
き
り
と
印
付
け
ら
れ
た
新
し
さ
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
に
用
い
ら
れ
た
「
少
年
」
と
い
う
語
で
あ
る
。

先
の
『
頴
才
新
誌
』
を
は
じ
め
、
『
新
聞
小
学
』
（
明
治
8
年
創
刊
）
や
『
小
学
教

文
雑
誌
』
（
同
1
2
年
創
刊
）
な
ど
、
先
行
誌
に
お
い
て
、
誌
名
に
「
少
年
」
と
い
う

語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
少
年
園
』

の
登
場
以
後
、
「
日
本
之
少
年
」
（
明
治
2
2
年
創
刊
）
、
「
少
年
文
武
』
「
少
年
之
友
』

（
い
ず
れ
も
同
2
3
年
創
刊
）
の
よ
う
に
、
「
少
年
」
向
き
を
謳
っ
た
雑
誌
が
頻
出
し
、

「
少
年
雑
誌
」
は
、
に
わ
か
に
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
く
。
そ
の
後
、

一
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九
五
（
明
治
2
8
）
年
の
『
少
年
世
界
』
登
場
に
至
っ
て
、
「
少
年
」
の
語
は
、

雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
に
不
可
欠
な
記
号
と
し
て
定
着
す
る
の
で
あ
る
。

少
年

　
も
ち
ろ
ん
、
一
八
八
八
年
当
時
の
、
「
少
年
」
と
い
う
語
の
概
念
や
、
そ
こ
か

ら
喚
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
現
代
の
そ
れ
と
大
き
く
隔
た
っ
て
い
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
桑
原
三
郎
は
、
『
少
年
園
』
創
刊
の
頃
の
「
少
年
」
は
、
英
語

の
ぺ
o
已
合
や
×
o
旨
o
q
ヨ
昌
に
相
当
す
る
国
語
で
あ
り
、
今
日
の
青
年
学
生
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）

た
響
き
を
も
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
田
嶋
一
は
、
「
中
年
」
と
組
に
な
っ

た
伝
統
的
な
概
念
・
用
語
と
し
て
の
「
少
年
」
が
、
近
代
的
な
「
少
年
」
概
念
に

置
き
か
わ
り
、
確
立
さ
れ
た
時
期
を
一
九
一
〇
年
前
後
に
見
出
す
と
同
時
に
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）

の
前
提
条
件
と
し
て
「
青
年
」
概
念
の
成
立
と
定
着
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、

木
村
直
恵
は
、
〈
政
治
的
実
践
〉
と
い
う
視
点
か
ら
明
治
二
〇
年
前
後
の
「
壮
士
」

「
青
年
」
「
少
年
」
概
念
を
分
析
し
た
著
書
の
な
か
で
、
『
少
年
園
』
こ
そ
が
、
政

治
色
を
払
拭
し
た
新
し
い
文
脈
で
「
少
年
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
嗜
矢
で
あ
り
、

同
誌
を
通
し
て
「
非
政
治
的
」
で
「
主
体
性
を
欠
落
さ
せ
た
主
体
」
と
し
て
の
「
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

年
」
概
念
が
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
、
西
欧
文
化
の
影
響
を
受
け
た
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
と
が

混
在
す
る
形
で
「
少
年
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
当
時
、
同
誌
で
は
、

「
少
年
」
と
い
う
言
葉
に
、
ど
の
よ
う
な
理
念
や
価
値
観
が
託
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
『
少
年
園
』
の
読
者
た
ち
は
、
こ
の
雑
誌
か
ら
何
を
受
容
し
て
、
「
少

年
」
と
い
う
「
新
し
い
」
人
々
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
少
年
園
』

創
刊
後
の
一
八
九
一
（
明
治
2
4
）
年
に
は
、
博
文
館
か
ら
〈
少
年
文
学
〉
叢
書
が

二

刊
行
さ
れ
る
。
「
少
年
文
学
」
な
い
し
は
「
児
童
文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
生

成
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
「
少
年
」
が
見
い
出
さ
れ
、
形
作
ら
れ
て
い
く
過
程
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

雑
誌
の
巻
頭
を
飾
り
、
読
者
に
と
り
わ
け
愛
読
さ
れ
た
と
さ
れ
る
く
少
年
園
V
欄

（
論
説
欄
）
を
主
な
手
が
か
り
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
2
＞

　
本
稿
で
は
、
一
八
八
八
（
明
治
2
1
）
年
一
一
月
三
日
発
行
の
『
少
年
園
』
第
一
号

か
ら
、
翌
八
九
（
同
2
2
）
年
一
〇
月
一
八
日
発
行
の
第
二
巻
第
二
四
号
ま
で
の
一
年

間
、
計
二
四
冊
を
検
討
の
対
象
と
し
て
、
雑
誌
創
刊
時
に
お
け
る
「
少
年
」
の
諸

相
を
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
第
一
号
巻
頭
に
は
、
創
刊
の
辞
に
あ
た
る
「
発
刊
の
主
旨
を
述
べ
先
づ
少
年
の

　
　
　
　
（
注
8
）

師
父
に
告
ぐ
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
我
邦
教
育
の
新
太
陽
は
明
治
維
新
の
暁

鴉
聲
裏
に
微
白
を
生
じ
て
よ
り
、
未
だ
幾
な
ら
ざ
る
に
既
に
早
三
竿
の
高
き
に
昇

り
、
宿
霧
深
く
し
て
文
明
の
暁
を
覚
え
ざ
り
し
山
間
の
村
落
も
虞
々
に
哺
鳥
を
聞

く
に
至
れ
り
」
の
一
文
に
は
じ
ま
る
こ
の
文
章
は
、
漢
文
脈
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆

使
し
な
が
ら
、
学
校
生
活
を
謳
歌
す
る
学
生
た
ち
を
高
ら
か
な
調
子
で
紹
介
し
て

い
く
。

　
小
西
湖
の
西
、
高
林
欝
蒼
の
間
に
煉
瓦
の
巨
堂
宏
壮
の
光
を
放
つ
は
是
れ
帝
国

大
学
な
り
。
小
赤
壁
の
北
、
清
流
一
帯
の
上
に
花
］
岡
の
石
室
十
丈
の
影
を
倒
に
す

る
は
是
れ
高
等
師
範
学
校
な
り
。
農
林
学
校
は
遠
く
駒
場
に
風
塵
を
避
け
て
汽
黎
、
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馬
耕
に
国
光
の
根
抵
を
培
ふ
。
高
く
浅
草
の
天
に
煤
煙
を
抹
す
る
は
是
れ
職
工
学

校
な
り
。
遥
に
東
台
の
風
に
鴛
鳳
の
聲
を
弄
す
る
は
是
れ
音
楽
学
校
な
り
。
高
等

女
学
校
は
天
女
パ
ラ
ス
の
美
を
養
ひ
、
美
術
学
校
は
神
像
ヅ
オ
イ
ス
の
真
を
写
し
、

高
等
商
業
学
校
は
神
田
に
第
一
高
等
中
学
校
と
相
対
し
、
慶
雁
義
塾
は
三
田
に
独

り
自
由
の
色
を
占
め
、
其
他
官
立
と
私
設
と
を
問
は
ず
其
名
の
世
に
知
ら
れ
た
る

も
の
百
を
以
て
数
ふ
べ
し
。

　
「
我
邦
教
育
の
新
太
陽
」
の
語
に
呼
応
し
て
、
在
京
の
学
校
は
、
「
光
」
と
「
影
」

を
駆
使
し
た
き
ら
び
や
か
な
言
葉
で
彩
ら
れ
る
。
「
高
」
「
遠
」
「
天
」
「
遥
」
と
い
っ

た
言
葉
の
繰
り
返
し
は
、
「
新
太
陽
」
が
育
も
う
と
す
る
高
い
理
想
を
表
現
し
た

も
の
と
も
読
み
取
れ
よ
う
。
引
用
部
分
に
続
い
て
、
そ
う
し
た
東
京
の
街
を
俳
徊

す
る
「
青
年
学
生
」
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
に
よ
う
や
く
「
中
学
以
下
の

教
育
」
と
そ
の
対
象
と
な
る
「
少
年
」
が
登
場
す
る
。
理
想
的
な
未
来
像
か
ら
遡

行
す
る
形
で
「
少
年
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
五
畿
八
道
三
府
五
港
、
北
は
蝦
夷
六
出
の
銀
世
界
よ
り
南
は
琉
球
芭
蕉
の
緑
天

地
ま
で
、
数
百
の
中
学
数
千
の
小
学
数
十
万
の
生
徒
あ
り
て
復
た
教
育
の
普
及
せ

ざ
る
虚
な
し
。
殊
に
近
来
中
小
学
の
教
育
は
種
々
の
方
面
よ
り
改
良
の
門
を
敲
き

進
歩
の
路
を
拓
き
て
、
校
長
の
気
質
は
無
言
に
し
て
能
く
少
年
を
感
化
し
、
教
師

の
授
業
は
自
然
に
し
て
能
く
智
力
を
啓
発
し
、
（
中
略
）
実
に
之
を
欧
米
文
明
国
に

比
ぶ
る
も
敢
て
一
．
歩
を
譲
ら
ざ
る
な
り
。

引
用
の
な
か
で
「
少
年
」
は
、
「
中
小
学
の
教
育
」
に
お
い
て
、
教
師
の
「
感
化
」

や
「
啓
発
」
を
受
け
る
人
々
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
少
年
」
が
、

何
よ
り
も
ま
ず
、
学
校
と
い
う
学
び
の
場
に
位
置
付
け
ら
れ
る
点
に
注
意
し
て
お

き
た
い
。
創
刊
の
辞
で
は
続
い
て
、
「
家
庭
の
教
育
」
「
社
会
の
教
育
」
「
印
行
書

類
の
教
育
」
の
重
要
性
を
述
べ
、
『
少
年
園
』
は
、
現
在
の
教
育
界
で
ま
だ
遅
れ

が
ち
な
「
印
行
書
類
の
教
育
」
を
担
う
も
の
と
し
て
出
発
す
る
、
と
宣
言
す
る
。

学
校
、
家
庭
、
社
会
－
少
年
を
取
り
巻
く
「
教
育
」
の
網
の
目
を
、
よ
り
緻
密

な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
と
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
雑
誌
。
「
予
輩
は

一
に
今
の
少
年
諸
君
中
小
学
の
生
徒
諸
子
に
向
て
大
に
望
を
属
す
る
も
の
な
り
、

明
治
の
教
育
が
如
何
な
る
美
大
の
果
を
結
ぶ
や
一
に
諸
子
の
未
来
に
之
を
見
ん
と

欲
す
る
も
の
な
り
」
。
東
京
で
の
華
や
か
な
学
生
生
活
や
立
身
は
「
未
来
」
へ
と

先
送
り
さ
れ
、
「
少
年
」
は
、
未
だ
実
を
結
ば
ざ
る
者
‖
途
上
に
あ
る
者
ゆ
え
に
、

学
校
で
も
、
家
庭
で
も
、
社
会
で
も
「
師
父
」
の
保
護
を
受
け
る
べ
き
「
可
愛
の

少
年
」
、
す
な
わ
ち
、
「
教
育
」
を
授
け
ら
れ
る
人
々
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
と
言

え
よ
う
。

　
続
い
て
、
創
刊
号
の

主
旨
を
述
べ
た
巻
頭
言

る
。

〈
少
年
園
〉
欄
に
は
、
「
少
年
」
読
者
に
向
け
て
発
刊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

「
天
長
節
を
祝
し
開
園
の
緒
言
と
す
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

　
今
日
は
是
れ
我
々
日
本
人
三
千
八
百
万
の
人
民
が
最
も
め
で
た
き
日
な
り
と
し

て
、
謹
て
宝
酢
の
無
窮
聖
寿
の
万
歳
を
祝
し
奉
る
天
長
節
な
り
。
都
も
鄙
も
一
様

に
明
治
の
御
代
を
祝
し
奉
る
無
二
の
佳
節
な
り
。

三
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「
我
々
」
コ
様
に
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
伺
え
る
よ

う
に
、
冒
頭
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
「
明
治
の
御
代
」
の
「
日
本
人
」
と
い
う
同

一
性
で
あ
る
。
「
都
」
と
「
鄙
」
の
地
域
差
は
、
「
明
治
」
と
い
う
時
間
、
「
日
本
」

と
い
う
空
間
が
意
識
さ
れ
る
「
天
長
節
」
に
よ
っ
て
、
無
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
同
一
性
が
強
調
さ
れ
た
後
、
「
少
年
」
が
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
三
千
八
百
万
の
兄
弟
姉
妹
が
斉
し
く
万
歳
を
唱
へ
今
日
の
佳
節
を
祝
す
る
中
に

も
、
特
に
目
出
度
く
思
ふ
は
少
年
の
人
々
な
る
べ
し
。
他
な
し
是
れ
明
治
の
日
光

之
を
孕
み
、
明
治
の
胸
…
温
之
を
暖
め
、
明
治
の
御
代
に
成
長
せ
る
明
治
の
御
代
の

新
民
種
な
れ
ば
な
り
、
其
悦
び
の
他
よ
り
も
一
層
深
き
こ
と
を
知
る
べ
き
な
り
。

　
「
少
年
」
は
、
暖
か
な
「
日
光
」
や
「
胸
…
温
」
を
受
け
て
「
成
長
」
す
る
「
明

治
の
花
」
に
警
え
ら
れ
る
。
創
刊
の
辞
で
は
将
来
の
「
美
大
の
果
」
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
に
対
し
、
巻
頭
言
で
は
．
「
花
」
で
あ
る
「
少
年
」
た
ち
の
現
在

が
、
「
幸
福
」
「
快
楽
」
と
い
う
言
葉
の
繰
り
返
し
で
彩
ら
れ
て
い
く
。
上
野
墨
陀

の
公
園
、
博
物
館
や
動
物
園
、
回
向
院
の
大
曲
馬
な
ど
「
都
下
の
少
年
」
の
「
快

楽
」
と
、
山
の
菌
花
、
川
の
小
魚
、
隣
村
の
伯
父
宅
へ
の
訪
問
な
ど
「
地
方
の
少

年
」
の
「
快
楽
」
が
列
挙
さ
れ
、
「
田
舎
に
は
田
舎
の
快
楽
あ
り
、
都
会
に
は
都

会
の
快
楽
あ
り
て
、
今
日
の
佳
節
に
酬
ひ
幸
福
を
享
く
る
に
於
て
敢
て
異
同
な
し
」

と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
幸
福
」
や
「
快
楽
」
が
、
「
教
育
」
の
範
曙

内
で
の
「
幸
福
」
「
快
楽
」
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。
巻
頭
言
で
の
「
少
年
」

は
、
そ
う
し
た
「
教
育
」
を
享
受
で
き
る
人
々
で
あ
り
、
雑
誌
と
い
う
コ
大
方

便
」
は
、
そ
の
「
快
楽
」
を
さ
ら
に
増
幅
す
る
装
置
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
此
の
少
年
園
が
今
日
を
以
て
無
上
の
吉
日
と
し
其
第
一
号
を
発
刊
し
た
る
は
幸

に
此
の
一
方
便
と
な
り
、
都
下
の
少
年
と
地
方
の
少
年
を
相
会
せ
し
め
、
是
よ
り

長
く
懇
親
の
端
を
開
き
て
此
の
少
年
園
の
園
友
た
ら
し
め
ん
と
希
望
し
た
る
に
在

り
。　

少
年
園
は
既
に
今
日
の
初
刊
に
於
て
一
万
二
千
の
冊
子
を
印
刷
し
、
一
万
二
千

の
園
友
諸
君
と
初
て
相
見
る
の
栄
を
得
た
り
。
一
万
二
千
の
少
年
諸
君
は
今
日
初

て
此
園
中
に
会
し
、
互
に
握
手
相
賀
す
る
の
快
楽
を
得
給
へ
り
。

　
『
少
年
園
』
は
、
明
治
の
近
代
的
な
「
教
育
」
の
対
象
者
た
る
「
少
年
」
た
ち

が
、
地
域
差
を
越
え
て
懇
親
し
得
る
場
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
明
治

の
少
年
諸
君
、
願
く
は
来
り
遊
べ
よ
、
来
り
楽
め
よ
」
・
ー
ー
大
人
た
ち
に
よ
っ
て

設
営
さ
れ
た
「
園
」
は
、
学
び
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
安
全
な
遊
び
の
場
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
少
年
」
は
「
相
会
せ
し
め
」
「
園
友
た
ら
し
め
ん
」
（
傍
点

引
用
者
）
と
す
る
大
人
た
ち
の
配
慮
の
中
か
ら
現
わ
れ
て
く
る
。

〈
3
＞

　
創
刊
号
か
ら
第
二
四
号
ま
で
の
間
に
、
〈
少
年
園
〉
欄
に
掲
載
さ
れ
た
論
説
は
、

　
　
　
　
（
注
1
0
）

三
七
編
を
数
え
る
。
以
下
、
先
の
創
刊
の
辞
な
ら
び
に
巻
頭
言
と
も
関
わ
ら
せ
な

が
ら
、
「
少
年
」
の
諸
相
を
大
き
く
五
点
に
整
理
し
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
「
少
年
」
と
い
う
言
葉
が
指
し
示
す
も
の
が
未
だ
暖
昧
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
1
）

た
点
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
第
二
号
「
少
年
の
時
機
」
（
田
中
登
作
）
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に
お
い
て
、
筆
者
は
「
少
年
と
い
ふ
は
、
如
何
な
る
時
期
の
も
の
を
指
し
、
そ
の

才
智
学
識
は
如
何
な
る
程
度
ま
で
進
み
た
る
も
の
を
称
す
る
に
や
」
と
問
い
か
け
、

『
少
年
園
』
創
刊
時
の
広
告
文
を
も
と
に
、
「
十
歳
よ
り
十
五
六
歳
ま
で
の
児
童
」

と
判
断
し
て
、
「
少
く
少
年
と
云
ふ
意
味
を
解
せ
し
や
に
覚
ゆ
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
少
く
」
と
い
う
言
葉
に
着
眼
す
る
と
、
「
十
歳
よ
り
十
五
六
歳
ま
で
」
を
「
少
年
」

と
す
る
の
は
、
当
時
に
あ
っ
て
、
や
や
異
質
な
見
方
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
の
論
説
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
定
義
し
た
後
、
「
人
誰
か
少
年
時
機
の
経
験
な

か
ら
ん
や
。
こ
の
経
験
な
く
し
て
一
人
前
の
男
子
た
ら
ん
と
欲
す
る
も
得
べ
か
ら

ず
」
の
よ
う
に
、
＝
人
前
の
男
子
」
の
途
上
に
あ
る
者
、
と
し
て
「
少
年
」
を

再
定
義
し
、
維
新
前
後
の
教
育
と
現
在
の
教
育
と
の
比
較
論
を
展
開
し
て
い
る
。

教
育
と
い
う
主
題
を
明
確
に
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
冒
頭
で
表
明
さ
れ
た
「
少

年
」
概
念
の
曖
昧
さ
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。

　
『
少
年
園
』
創
刊
時
の
広
告
文
は
、
同
じ
第
二
号
の
「
園
話
／
第
一
回
、
身
体

　
　
　
　
　
　
（
注
1
2
）

の
鍛
練
」
（
無
署
名
）
の
中
に
紹
介
が
あ
る
。
「
少
年
園
は
其
美
花
の
如
き
新
雑
誌

な
り
、
将
に
天
長
節
を
期
し
て
世
に
出
で
ん
と
す
。
此
の
少
年
園
は
自
か
ら
任
じ

て
日
本
少
年
の
進
路
を
示
さ
ん
と
す
る
者
に
し
て
、
完
全
な
る
教
育
を
以
て
目
的

と
せ
り
」
「
教
育
上
に
資
て
以
て
益
あ
る
も
の
は
皆
悉
く
之
を
網
羅
し
、
百
花
燗

漫
た
る
此
の
少
年
園
中
に
収
め
ん
と
す
」
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
先
述
の
創
刊
の

辞
と
同
様
、
教
育
性
を
前
面
に
押
し
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
は
、
「
少
年
」
の
今
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
「
未
来
」
と
い
う
時
間

が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。
第
二
号
「
現
時
ノ
少
年
二

　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

望
ム
」
（
国
府
寺
新
作
）
は
、
「
少
年
諸
子
二
最
モ
望
ム
モ
ノ
ハ
花
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ

寧
ロ
其
実
二
在
リ
」
「
少
年
諸
子
二
望
ム
モ
ノ
ハ
燗
漫
タ
ル
艶
花
ヨ
リ
ハ
碩
然
タ

ル
果
実
二
在
リ
」
と
し
、
そ
の
点
で
「
我
国
現
今
ノ
少
年
ハ
、
実
二
不
幸
ナ
ル
時

機
二
遭
遇
シ
、
不
幸
ナ
ル
境
界
二
沈
論
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、

東
京
に
遊
学
し
た
少
年
た
ち
が
「
看
護
」
や
「
勤
慎
」
に
欠
け
る
が
ゆ
え
に
、

「
政
治
談
」
「
淫
隈
ノ
俗
話
」
に
染
ま
り
、
「
放
逸
游
蕩
ノ
怪
物
」
と
な
る
様
子
を

嘆
い
て
、
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

　
鳴
呼
世
ノ
父
兄
タ
ル
者
未
タ
独
立
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ノ
少
年
ヲ
放
テ
之
ヲ
此
中
二

入
レ
悟
ト
シ
テ
怪
マ
ズ
何
ソ
其
残
忍
ナ
ル
ヤ
、
少
年
諸
子
ガ
不
幸
ナ
ル
、
貴
焉
ヨ

リ
甚
シ
キ
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ
。
少
年
諸
子
ハ
実
二
未
来
ノ
英
雄
、
未
来
ノ
碩
儒
、
未

来
ノ
聖
人
、
未
来
ノ
名
工
巨
商
ナ
リ
。
而
シ
テ
今
其
看
護
後
見
其
宜
キ
ヲ
得
ザ
ル

ヲ
以
テ
、
将
二
将
来
ノ
蕩
子
、
将
来
ノ
惰
土
く
、
将
来
ノ
兇
徒
悪
漢
タ
ラ
ン
ト
ス
、

人
生
ノ
不
幸
豊
焉
ヨ
リ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ
。

　
教
育
制
度
は
、
「
小
学
ヨ
リ
中
学
大
学
二
至
ル
マ
テ
整
然
樹
立
百
事
整
頓
」
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
上
京
し
た
「
少
年
」
た
ち
は
、
都
会
の
自
由
な
空
気
の

な
か
で
、
ま
た
た
く
間
に
悪
風
に
手
を
染
め
て
し
ま
う
。
筆
者
は
「
父
兄
」
の
自

覚
を
説
き
な
が
ら
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
少
年
自
身
の
心
が
け
次
第
で
あ
る
と
し

て
、
彼
ら
の
「
奮
発
」
を
促
し
て
い
る
。
親
や
共
同
体
へ
の
不
信
と
、
「
少
年
」

の
自
覚
が
強
調
さ
れ
る
背
後
に
は
、
「
僥
倖
」
と
「
受
験
」
の
間
、
「
中
央
」
と
「
地

方
」
の
間
、
「
大
人
」
と
「
子
ど
も
」
の
間
を
行
き
来
す
る
当
時
の
「
遊
学
少
年
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
4
）

た
ち
の
姿
が
見
え
か
く
れ
す
る
。
流
行
を
追
い
、
成
功
を
急
い
で
、
早
く
一
人
前

に
な
り
た
い
と
願
う
者
は
諌
め
ら
れ
、
「
少
年
」
は
、
「
未
来
」
を
担
う
、
暖
昧
で
、

五
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宙
ぶ
ら
り
ん
な
存
在
と
し
て
位
置
付
け
直
さ
れ
て
い
く
。

　
「
現
時
ノ
少
年
二
望
ム
」
に
お
い
て
は
、
抽
象
的
な
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

「
未
来
」
で
あ
る
が
、
号
を
追
う
に
つ
れ
て
、
そ
の
具
体
像
は
明
確
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
5
）

く
。
第
七
号
「
功
名
富
貴
の
原
野
」
（
無
署
名
）
で
は
、
「
政
治
社
会
」
だ
け
が
活

躍
の
場
で
は
な
い
と
し
て
、
「
就
中
余
輩
が
少
年
諸
君
に
希
望
す
る
所
の
も
の
は
、

彼
の
理
科
の
世
界
の
功
名
な
り
、
彼
の
物
質
的
文
明
の
勝
利
な
り
」
と
科
学
の
世

界
へ
「
少
年
」
を
誘
う
と
と
も
に
、
「
理
科
」
と
な
ら
ん
で
「
農
業
」
「
工
業
」
の

発
展
を
彼
ら
に
託
し
て
い
る
。
ま
た
第
七
号
、
八
号
に
連
載
さ
れ
た
「
日
本
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）

の
為
す
へ
き
事
業
」
（
志
賀
重
昴
）
に
お
い
て
も
、
「
医
師
」
「
軍
人
」
「
農
業
者
」

「
工
業
者
」
「
土
木
事
業
家
」
「
地
震
学
者
」
「
植
物
学
家
」
「
貿
易
家
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
、
政
治
以
外
の
分
野
で
の
立
身
が
盛
ん
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
は
、
先
の
「
未
来
」
を
担
う
者
と
い
う
点
と
も
関
わ
っ
て
、
「
少
年
」

の
「
成
長
」
、
「
発
達
」
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、
細
分
化
さ
れ
て
い
く
点
を
指
摘

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
7
）

　
第
三
号
「
少
年
園
記
者
二
謀
ル
」
（
手
島
精
一
）
で
は
、
「
少
年
ハ
智
見
広
カ
ラ

ズ
事
理
ヲ
判
断
ス
ル
コ
ト
大
人
ノ
如
ク
ナ
ラ
ズ
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、
少
年
に

ふ
さ
わ
し
い
書
籍
と
し
て
「
娯
楽
ノ
記
事
多
ク
シ
テ
智
識
を
増
進
シ
。
修
身
立
志

等
二
益
シ
、
或
ハ
理
科
二
一
旦
ル
ノ
事
項
ニ
シ
テ
識
ラ
ズ
知
ラ
ズ
ノ
間
二
其
理
想
ヲ

発
達
セ
シ
ム
ル
ノ
書
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
大
人
の
よ
う
に
「
事
理
ヲ
判
断
ス

ル
コ
ト
」
が
で
き
な
い
「
少
年
」
の
、
「
発
達
」
に
ふ
さ
わ
し
い
書
籍
は
、
「
大
人
」

に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
手
島
の
論
を
受
け
て
、
記
者
は
末
尾
で
『
学
校
家
庭
遊
戯
全
書
』
の
出
版
計
画

⊥ノ、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
8
）

を
打
ち
明
け
て
い
る
が
、
さ
ら
に
第
五
号
「
少
年
園
の
先
途
」
（
無
署
名
）
に
は
、

雑
誌
出
版
以
外
の
”
少
年
園
”
の
全
体
構
想
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。
五
つ
の
段
階

か
ら
な
る
そ
の
構
想
と
は
順
に
、
「
少
年
書
類
（
小
説
伝
記
其
他
遊
戯
書
等
）
」
の

編
纂
出
版
、
「
少
年
図
書
館
」
の
設
置
、
「
貧
困
」
な
る
少
年
た
ち
へ
の
「
学
資
の

補
助
」
、
「
寄
宿
舎
」
の
建
設
と
「
私
立
学
校
」
の
設
立
で
あ
っ
た
。
雑
誌
や
図
書

の
発
行
か
ら
学
校
の
建
設
へ
、
「
少
年
」
を
保
護
し
、
教
導
し
、
発
達
さ
せ
る
「
完

全
な
る
教
育
」
（
『
少
年
園
』
広
告
文
）
が
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
号
と
第
五
号
の
二
回
に
分
け
て
連
載
さ
れ
た
「
少
年
の
心
に
於
け
る
『
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
9
）

宙
』
の
変
遷
、
井
二
危
険
な
る
『
宇
宙
』
」
（
坪
内
雄
蔵
）
は
、
発
達
の
途
上
に
あ

る
も
の
と
し
て
「
少
年
」
を
位
置
付
け
た
だ
け
で
な
く
、
生
活
圏
の
広
が
り
に
着

眼
し
て
、
そ
の
段
階
と
心
性
と
を
時
間
順
に
説
い
た
点
で
興
味
ぶ
か
い
。

　
こ
の
論
説
は
、
「
父
母
の
身
の
ま
は
り
又
は
叔
母
叔
父
の
身
の
ま
は
り
」
が
宇

宙
‖
世
の
中
の
全
て
で
あ
る
「
三
四
才
の
小
児
」
か
ら
語
り
お
こ
さ
れ
、
続
く
「
少

年
」
の
時
代
を
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
い
く
つ
か
の
段
階
に
細
分
化
し
て
把
握

し
て
い
く
。
「
自
在
に
わ
ん
ぱ
く
を
な
し
勝
手
に
我
侭
を
言
ひ
生
意
気
と
叱
ら
れ
、

面
憎
し
と
嫌
は
れ
、
い
た
づ
ら
ッ
子
と
な
り
、
お
先
走
り
と
化
し
、
遂
に
餓
鬼
大

　
　
　
　
　
マ
マ

将
と
崇
め
ら
・
る
頃
」
の
「
少
年
」
の
世
界
に
は
、
「
学
校
の
先
生
、
隣
家
の
主

人
公
若
く
は
禿
頭
の
学
務
委
員
」
「
八
字
髭
の
官
員
さ
ま
」
や
同
年
代
の
友
人
な

ど
が
加
わ
り
、
「
競
争
心
」
と
い
う
「
新
思
想
」
が
芽
生
え
る
（
第
一
段
階
）
。
次
に
、

「
新
聞
雑
誌
等
を
読
み
、
甲
の
組
の
先
生
に
相
似
た
る
人
否
先
生
に
も
優
れ
る
人
、

天
下
に
幾
十
人
あ
る
を
悟
」
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
少
し
ば
か
り
シ
ヨ
ゲ
か
へ
り
て
」

「
暫
ら
く
は
謹
慎
し
て
修
行
す
る
」
（
第
二
段
階
）
。
そ
し
て
、
「
小
学
を
卒
業
し

て
或
は
地
方
の
中
学
校
に
入
り
、
或
は
英
学
の
私
塾
な
ど
に
入
り
、
更
に
高
尚
な
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る
学
海
に
向
ッ
て
講
学
の
梶
を
転
じ
」
る
頃
に
な
る
と
、
書
物
や
雑
誌
か
ら
得
た

知
識
に
よ
っ
て
「
少
年
」
の
世
界
は
一
気
に
拡
大
す
る
が
ゆ
え
に
、
「
雄
偉
な
る

問
題
」
に
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
と
な
る
（
第
三
段
階
）
。
筆
者
は
、
こ
の
第
三
段
階

こ
そ
が
「
少
年
の
最
大
ク
ラ
イ
シ
ス
」
で
あ
る
と
し
て
、
落
胆
せ
ず
、
ま
た
奮
発

に
よ
る
暴
走
も
不
可
と
し
て
、
「
お
の
れ
の
値
打
」
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
説
く
。

　
筆
者
は
続
い
て
、
「
少
年
」
の
「
自
信
」
は
、
「
他
信
」
の
変
形
に
過
ぎ
な
い
と

し
て
、
＝
旗
幟
を
樹
て
ん
」
と
す
る
「
政
事
界
の
壮
士
」
「
文
学
界
の
才
少
年
」

た
ち
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
「
自
家
の
価
値
」
を
見
定
め
る
た
め
に
は
、
「
古

今
の
実
例
を
相
比
較
し
、
公
平
な
る
眼
を
開
い
て
我
と
彼
と
を
対
照
」
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
「
十
有
五
六
才
に
至
る
ま
で
の
間
に
果
し
て
幾
許
の
経
験
を

為
し
得
ん
」
と
し
て
、
成
功
を
急
ぐ
こ
と
は
厳
し
く
戒
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
少

年
」
は
、
「
其
耳
目
の
及
ぶ
と
こ
ろ
年
齢
と
場
所
と
に
限
ら
る
・
」
者
た
ち
で
あ
り
、

「
年
齢
と
場
所
」
が
段
階
毎
に
細
分
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
後
代
に
適
応

す
べ
き
武
器
兵
糧
を
蓄
へ
」
る
べ
く
勉
学
に
勤
し
む
者
と
し
て
の
側
面
も
ま
た
、

よ
り
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
発
達
」
を
促
し
、
「
未
来
」
を
担
う
も
の
と
し
て
の
、
「
少
年
」
の
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
0
）

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
着
眼
も
見
逃
せ
な
い
。
第
一
〇
号
「
少
年
の
気
象
」
（
無
署
名
）
で

は
、
「
唯
一
念
の
動
く
ま
・
に
直
行
し
て
常
に
活
発
々
地
な
る
は
是
れ
少
年
血
気

の
常
な
り
」
と
し
て
、
「
他
日
成
年
に
及
」
ん
だ
時
に
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
、
彼
ら
の
「
敢
為
の
気
象
」
の
中
に
見
出
し
て
い
る
。

　
一
方
、
「
発
達
」
の
途
上
に
あ
る
「
少
年
」
は
、
同
時
に
未
熟
な
存
在
で
あ
り
、

保
護
の
対
象
と
な
る
べ
き
人
た
ち
で
も
あ
る
。
創
刊
の
辞
に
お
い
て
、
「
師
父
」

の
保
護
を
受
け
る
べ
き
「
可
愛
の
少
年
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通

り
で
あ
る
が
、
号
を
追
う
に
つ
れ
て
、
さ
ら
に
無
邪
気
さ
や
神
聖
さ
を
帯
び
た
「
少

年
」
が
現
わ
れ
て
く
る
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
二
号
、
一
四
号
、
一
五
号
と
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
壮
士
、
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
1
）

年
、
少
年
」
（
末
兼
八
百
吉
）
は
、
「
壮
士
」
「
青
年
」
と
い
う
年
長
者
た
ち
と
「
少

年
」
と
の
比
較
を
通
し
て
、
「
少
年
」
の
位
置
を
定
め
よ
う
と
し
た
論
で
あ
る
。

筆
者
は
「
遊
学
」
と
「
通
学
」
、
つ
ま
り
「
学
校
生
活
」
を
送
る
者
と
し
て
「
少
年
」

を
定
義
し
、
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
且
つ
夫
れ
諸
君
の
心
緒
の
淡
泊
、
無
邪
気
に
し
て
、
少
し
も
浮
世
の
情
慾
に
意

な
き
も
の
は
、
余
輩
を
し
て
真
に
諸
君
を
敬
愛
せ
し
む
る
も
の
な
る
な
り
。
看
よ

諸
君
は
敢
て
黒
田
伯
、
大
隈
伯
の
富
貴
を
羨
望
せ
ざ
る
な
り
。
後
藤
伯
、
板
垣
伯

の
名
誉
に
眩
惑
せ
ざ
る
な
り
。
谷
伯
、
西
郷
伯
の
功
業
に
心
酔
せ
ざ
る
な
り
。
隣

家
の
千
両
箱
は
、
諸
君
が
算
術
問
題
を
解
く
に
於
て
何
か
あ
る
、
青
年
者
の
幸
福

な
る
婚
姻
謂
は
、
諸
君
が
修
身
書
を
説
く
に
於
て
何
か
す
る
。
（
中
略
）

　
然
ら
は
則
斯
少
年
は
世
の
花
な
り
、
家
族
に
於
け
る
快
楽
の
天
使
、
社
会
に
於

け
る
道
徳
の
人
形
な
り
。
砂
漠
と
荊
棘
と
の
旅
行
に
似
た
る
此
の
人
世
生
活
の
苦

を
和
ぐ
る
も
の
は
、
闘
々
た
る
斯
少
年
の
挙
動
、
無
邪
気
な
る
子
女
の
虚
心
の
外

に
何
か
あ
る
、
故
に
曰
く
斯
少
年
は
愛
す
べ
し
と
。

富
貴
に
も
、
名
誉
に
も
、
情
欲
に
も
無
縁
で
、
「
無
邪
気
」
「
虚
心
」
で
あ
り
、

七
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大
人
た
ち
の
「
人
世
生
活
の
苦
」
を
和
ら
げ
る
「
天
使
」
「
人
形
」
と
し
て
の
「
少

年
」
。
こ
こ
で
の
「
少
年
」
は
、
そ
の
未
熟
さ
ゆ
え
に
、
愛
情
な
い
し
は
愛
玩
の

対
象
に
ま
で
昇
華
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
や
保
護
の
ま
な
ざ
し
を
超
え
、
愛
情
の
対
象
と
し
て
謳
い
あ
げ
ら
れ
る
「
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
2
）

年
」
の
姿
は
、
第
一
七
号
「
少
年
園
に
遊
ぶ
」
（
高
橋
五
郎
）
に
も
見
出
す
こ
と
が
゜

で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
「
神
聖
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
「
少
年
」
の
時
間
や
空

間
が
規
定
さ
れ
て
い
く
。
「
少
年
」
の
時
は
「
神
聖
な
る
芳
期
」
で
あ
り
、
「
利
欲

邪
念
等
の
世
俗
の
黒
雲
」
と
無
縁
な
「
少
年
」
の
心
も
ま
た
「
神
聖
」
で
あ
る
と

し
て
、
「
少
年
の
上
に
照
る
日
は
光
耀
も
一
層
た
ち
ま
さ
り
、
少
年
の
ま
は
り
を

囲
む
空
気
は
殊
に
清
く
爽
か
に
、
少
年
の
園
に
流
る
・
泉
は
比
ひ
な
く
澄
わ
た
り
、

少
年
の
園
に
結
ぶ
菓
実
は
甘
味
倍
し
て
美
な
り
」
と
「
少
年
」
が
徹
底
的
に
賛
美

さ
れ
る
。
禁
欲
的
な
「
教
育
」
の
範
疇
か
ら
や
や
逸
脱
し
た
、
こ
の
よ
う
な
「
少

年
」
観
の
背
後
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧
文
化
か
ら
の
影
響
が

色
濃
い
。

　
第
四
に
は
、
「
少
年
」
を
取
り
巻
く
人
々
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の

が
「
朋
友
」
「
友
人
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
第
一
号
「
朋
友
ノ
感
化
」

　
　
（
注
2
3
）

（
柴
四
朗
）
で
は
、
「
年
歯
猶
未
ダ
壮
ナ
ラ
ス
、
智
慮
猶
未
ダ
確
タ
ラ
ズ
、
才
識
猶

未
ダ
発
達
セ
ズ
、
思
想
猶
未
ダ
深
遂
ナ
ラ
ズ
、
人
事
二
當
ル
コ
ト
猶
未
ダ
久
シ
カ

ラ
ズ
、
世
故
二
遭
遇
ス
ル
コ
ト
猶
未
ダ
多
時
ナ
ラ
ザ
ル
」
者
と
し
て
「
少
年
」
を

位
置
付
け
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
其
境
遇
二
依
リ
交
友
二
依
リ
、
善
ト
ナ
リ
悪
ト
ナ
リ
、

君
子
ト
ナ
リ
小
人
ト
ナ
リ
、
英
雄
豪
傑
ト
ナ
リ
賎
夫
劣
奴
ト
ナ
ル
、
特
二
赫
如
タ

ル
事
実
ナ
リ
」
と
結
論
し
て
、
未
熟
な
「
少
年
」
の
未
来
を
左
右
す
る
「
朋
友
」

の
影
響
力
を
強
調
し
て
い
る
。

八

　
今
ハ
則
全
ク
一
変
シ
テ
師
弟
ノ
関
係
ハ
頗
ル
淡
然
泊
然
ト
ナ
リ
、
家
庭
ノ
教
養

モ
亦
縦
緩
ト
ナ
リ
宏
緯
ト
ナ
リ
、
心
性
啓
発
ノ
天
理
二
従
テ
自
ラ
上
達
ス
ル
コ
ト

ハ
之
レ
有
ル
可
シ
ト
錐
、
取
リ
テ
以
テ
模
範
ト
ス
可
キ
モ
ノ
ニ
至
リ
テ
ハ
遂
二
朗

如
タ
ル
ヲ
免
レ
ザ
ル
ナ
リ
。

　
「
朋
友
」
の
大
切
さ
が
説
か
れ
る
背
景
に
は
、
引
用
部
分
の
よ
う
な
師
弟
関
係

や
親
子
関
係
の
変
化
、
さ
ら
に
は
不
安
定
な
社
会
の
状
況
が
あ
る
よ
う
だ
。
伝
統

的
な
も
の
と
近
代
的
な
も
の
と
の
間
で
、
人
々
の
価
値
観
が
揺
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
、
同
年
代
の
「
朋
友
」
が
、
「
少
年
」
の
精
神
的
な
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
4
）

ど
こ
ろ
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。
第
四
号
「
少
時
ノ
朋
友
」
（
西
村
正
三
郎
）
も
ま

た
、
「
人
生
ハ
苦
楽
ノ
浮
沈
セ
ル
大
海
ナ
リ
」
と
し
て
、
変
動
す
る
社
会
の
中
で
「
常

二
吾
人
ノ
心
志
ヲ
鼓
舞
作
興
シ
、
吾
人
ノ
不
幸
ヲ
慰
メ
、
吾
人
ト
其
感
情
ヲ
交
換

シ
テ
、
常
二
愉
快
ノ
泉
ヲ
湧
出
ス
ル
ノ
源
ト
ナ
ル
者
ハ
、
唯
二
一
二
親
友
」
の
存
在

の
み
、
と
「
親
友
」
の
価
値
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
例
と
し
て
、

古
今
東
西
の
偉
人
と
動
物
と
の
交
流
を
紹
介
し
、
「
智
識
の
宝
貨
」
「
品
行
の
模
範
」

と
し
て
、
「
少
年
」
た
ち
に
動
物
の
飼
育
を
勧
め
る
、
第
＝
号
の
論
説
「
動
物

　
　
　
　
　
　
（
注
2
5
）

界
の
朋
友
」
（
無
署
名
）
が
あ
る
。

　
最
後
に
、
筆
者
の
記
憶
を
通
し
て
遡
行
的
に
見
出
さ
れ
る
「
少
年
」
、
回
想
的

な
存
在
と
し
て
の
「
少
年
」
の
出
現
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
先
に
引

用
し
た
「
壮
士
、
青
年
、
少
年
」
（
末
兼
八
百
吉
）
の
冒
頭
に
お
い
て
、
筆
者
は
「
余
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が
七
八
年
前
に
過
ぎ
た
る
旅
程
に
上
り
焉
あ
る
人
」
で
あ
る
「
少
年
」
読
者
に
向

か
っ
て
、
「
余
は
固
よ
り
諸
君
を
懐
し
く
思
ふ
も
の
な
り
」
と
親
愛
の
情
を
表
明

し
て
い
る
。
遡
っ
て
見
出
さ
れ
た
筆
者
の
「
少
年
」
時
代
と
そ
の
経
験
が
、
現
在

の
「
少
年
」
た
ち
に
語
り
か
け
る
際
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
6
）

　
第
一
五
号
「
余
を
し
て
再
び
少
年
た
ら
し
め
ば
」
（
無
署
名
）
の
筆
者
も
ま
た
、

「
少
年
の
往
時
を
追
想
」
す
る
こ
と
を
糸
口
と
し
て
、
「
少
年
」
時
代
の
意
義
と

そ
こ
で
獲
得
さ
れ
る
能
力
や
習
慣
の
重
要
性
を
説
き
出
し
て
い
る
。

　
吾
人
が
成
長
の
後
に
及
ん
で
、
頭
を
回
ら
し
て
少
年
の
往
時
を
追
想
す
れ
ば
、

実
に
荘
然
経
過
し
来
る
こ
と
を
悔
ゆ
る
も
の
多
し
。
学
ぶ
べ
く
し
て
学
は
ざ
る
事
、

為
す
可
く
し
て
為
さ
“
る
事
、
累
々
眼
前
に
横
は
り
て
、
何
が
故
に
こ
れ
を
ば
せ

ざ
り
し
や
、
何
が
故
に
彼
を
ば
学
ば
ざ
り
し
や
、
鳴
呼
当
時
此
を
為
し
置
き
た
ら

ん
に
は
、
か
・
る
不
便
を
感
じ
ま
じ
き
に
、
鳴
呼
当
時
彼
を
学
び
置
き
た
ら
ん
に

は
、
此
不
利
は
免
れ
た
ら
ん
に
と
、
事
物
に
接
す
る
毎
に
感
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る

な
り
。
さ
れ
ば
、
余
は
今
此
に
今
日
の
少
年
諸
子
を
し
て
、
亦
成
人
の
後
、
余
が

如
き
後
悔
を
起
さ
し
め
ざ
ら
ん
が
為
め
、
余
を
し
て
再
び
少
年
た
ら
し
め
ば
此
の

如
く
此
の
如
く
せ
し
も
の
を
と
偶
然
感
に
上
る
も
の
を
縷
述
し
て
、
諸
子
が
目
前

の
戒
め
と
な
さ
ん
と
す
。

以
下
、
暗
中
で
の
歩
行
能
力
の
養
成
や
、
道
具
の
使
用
術
、
草
木
や
鳥
の
名
称

の
学
習
や
、
游
泳
術
の
習
得
、
早
起
き
や
日
記
帳
の
習
慣
な
ど
が
、
か
つ
て
「
少

年
」
で
あ
っ
た
筆
者
か
ら
の
願
い
と
し
て
列
挙
さ
れ
る
。
「
我
が
親
愛
な
る
少
年

諸
子
は
、
実
に
開
墾
の
時
、
培
養
の
時
、
収
拾
の
時
に
在
る
が
故
に
、
目
下
勤
め

て
其
脳
理
を
開
墾
し
て
万
有
の
知
識
を
培
養
し
、
以
て
事
物
を
収
拾
す
る
に
怠
ら

ざ
る
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
教
育
さ
れ
る
存
在
と
し
て
の
「
少

年
」
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
項
目
毎
に
繰
り
返
さ
れ

る
「
余
を
し
て
再
び
少
年
た
ら
し
め
ば
」
と
い
う
表
現
に
は
、
そ
う
し
た
教
育
的

意
図
を
超
え
て
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
「
少
年
」
時
代
へ
の
懐
か
し
さ
や
愛
着

が
包
含
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
少
年
読
者
に
語
り
か
け
る
際
、

「
師
」
や
「
親
」
で
は
な
く
、
も
と
「
少
年
」
の
立
場
が
選
択
さ
れ
た
背
後
に
、

時
間
を
超
え
た
「
少
年
」
性
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
へ
の
信
頼
や
着
眼
を
読
み
取

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

〈
4
＞

　
一
八
八
六
（
明
治
1
9
）
年
、
初
代
文
部
大
臣
・
森
有
礼
は
「
小
学
校
令
」
「
中

学
校
令
」
「
帝
国
大
学
令
」
を
相
次
い
で
公
布
し
、
尋
常
小
学
校
か
ら
帝
国
大
学

ま
で
、
一
連
の
学
校
体
系
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
少
年
園
』
創
刊
の

辞
が
、
帝
国
大
学
か
ら
中
学
校
、
小
学
校
へ
と
順
を
追
っ
て
「
青
年
」
や
「
少
年
」

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
帝
国
大
学
を
頂
点
と
す
る
階
梯
が
整

備
さ
れ
る
な
か
で
、
「
少
年
」
は
ま
ず
、
学
校
制
度
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
表
象

さ
れ
て
い
く
。

　
未
熟
さ
や
友
情
の
強
調
等
、
本
稿
で
整
理
し
た
「
少
年
」
の
諸
相
に
は
、
木
村

直
恵
な
ど
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
「
青
年
」
的
言
説
に
通
じ
る
も
の
が
数
多
く

九
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含
ま
れ
て
い
る
。
近
代
的
な
「
少
年
」
概
念
が
、
「
青
年
」
概
念
か
ら
派
生
し
た

も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
一
方

で
、
「
少
年
」
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
着
眼
や
、
回
想
や
記
憶
を
経
由
し
た
「
少

年
」
へ
の
親
愛
・
シ
ン
パ
シ
ー
の
よ
う
に
、
「
青
年
」
的
文
脈
や
「
教
育
」
的
意

図
に
は
容
易
に
回
収
さ
れ
な
い
、
「
少
年
」
観
や
「
少
年
」
像
も
散
見
さ
れ
る
。

続
稿
で
は
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
展
開
を
追
っ
て
み
た
い
。

〈
注
〉

（
注
1
）

（
注
2
）

（
注
3
）

（
注
4
）

（
注
5
）

（
注
6
）

木
村
小
舟
『
徽
翻
少
年
文
学
史
明
治
篇
上
巻
』
童
話
春
秋
社
、
一
九
四
九
年

二
月
、
六
二
頁
（
の
ち
『
明
治
少
年
文
学
史
第
一
巻
』
と
し
て
復
刻
。
大
空
社
、

一
九
九
五
年
二
月
）

瀬
田
貞
二
『
落
穂
ひ
ろ
い
下
巻
』
福
音
館
書
店
、
一
九
八
二
年
四
月
、
　
二

三
頁『
少
年
園
」
の
創
刊
以
降
、
そ
の
形
態
を
模
し
た
幼
少
年
向
き
雑
誌
が
地
方

で
も
相
次
い
で
出
現
す
る
。
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
明
治
中
期
に
お

け
る
幼
少
年
雑
誌
出
版
と
地
方
－
愛
知
で
創
刊
さ
れ
た
『
益
友
』
を
中
心
に
ー
」

（『

総
ﾛ
児
童
文
学
館
紀
要
』
第
九
号
、
一
九
九
四
年
三
月
、
一
～
二
二
頁
）
、

「
同
（
二
）
ー
岡
山
で
創
刊
さ
れ
た
『
わ
ら
ん
べ
』
を
中
心
に
ー
」
（
『
国
際
児

童
文
学
館
紀
要
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
五
年
三
月
、
一
～
三
二
頁
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

桑
原
三
郎
「
少
年
向
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
」
‖
『
白
百
合
児
童
文
化
』

第
n
号
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
、
一
九
九
頁

田
嶋
一
「
『
少
年
世
界
』
と
明
治
中
期
の
少
年
た
ち
（
3
）
」
（
『
名
著
サ
プ
リ
メ

ン
ト
』
第
三
巻
第
五
号
、
一
九
九
〇
年
四
月
）
、
お
よ
び
「
『
少
年
』
概
念
の

成
立
と
少
年
期
の
出
現
－
雑
誌
『
少
年
世
界
』
の
分
析
を
通
し
て
ー
」

（『

?
{
院
雑
誌
」
第
九
五
巻
七
号
、
一
九
九
四
年
七
月
）

木
村
直
恵
『
〈
青
年
〉
の
誕
生
－
明
治
日
本
に
お
け
る
政
治
的
実
践
の
転
換
ー
』

（
注
7
）

（
注
8
）

（
注
9
）

（
注
1
0
）

（
注
H
）

（
注
1
2
）

（
注
1
3
）

（
注
1
4
）

窪
些
注

芭

　　　　　　e．

注　　　圧

18　　17

（
注
1
9
）

一
〇

新
曜
社
、
一
九
九
八
年
二
月

木
村
小
舟
、
前
掲
書
、
七
〇
頁
。
小
舟
は
同
書
に
お
い
て
、
〈
少
年
園
〉
欄
の

無
署
名
論
説
の
大
半
は
、
高
橋
太
華
と
中
川
霞
城
の
執
筆
で
あ
ろ
う
、
と
推

測
し
て
い
る
。

「
発
刊
の
主
旨
を
述
べ
先
づ
少
年
の
師
父
に
告
ぐ
」
‖
『
少
年
園
」
第
一
号
、

一
八
八
八
年
＝
月
三
日
、
（
一
）
～
（
四
）
頁

「
天
長
節
を
祝
し
開
園
の
緒
言
と
す
」
‖
『
少
年
園
』
第
一
号
（
前
掲
書
）
、

一
～
三
頁

連
載
を
全
体
で
一
編
と
カ
ウ
ン
ト
し
た
数
。

田
中
登
作
「
少
年
の
時
機
」
1
1
『
少
年
園
一
第
二
号
、
一
八
八
八
年
＝
月

一
八
日
、
八
～
一
〇
頁

「
園
話
／
第
一
回
、
身
体
の
鍛
練
」
1
1
『
少
年
園
』
第
二
号
（
前
掲
書
）
、
一

～
四
頁

国
府
寺
新
作
「
現
時
ノ
少
年
二
望
ム
」
‖
『
少
年
園
』
第
二
号
（
前
掲
書
）
、

四
～
八
頁

拙
稿
「
も
う
ひ
と
つ
の
〈
東
京
遊
学
案
内
〉
ー
明
治
二
〇
年
代
の
幼
少
年

雑
誌
に
描
か
れ
た
遊
学
少
年
た
ち
」
‖
『
児
童
文
学
研
究
」
第
二
九
号
、
一

九
九
六
年
一
一
月
、
九
頁

「
功
名
富
貴
の
原
野
」
1
1
『
少
年
園
』
第
七
号
、
一
八
八
九
年
二
月
三
日
、

一
～
四
頁

志
賀
重
昴
「
日
本
少
年
の
為
す
へ
き
事
業
」
1
1
『
少
年
園
』
第
七
号
（
前
掲
書
）
、

四
～
六
頁
。
「
同
右
（
続
き
）
‖
『
少
年
園
」
第
八
号
、
一
八
八
九
年
二
月
一
八

日
、
四
～
五
頁

手
島
精
一
「
少
年
園
記
者
二
謀
ル
」
1
1
『
少
年
園
』
第
三
号
、
一
八
八
八
年

一
二
月
三
日
、
七
～
九
頁

「
少
年
園
の
先
途
」
‖
『
少
年
園
一
第
五
号
、
一
八
八
九
年
一
月
三
日
、
三

～
四
頁

坪
内
雄
蔵
「
少
年
の
心
に
於
け
る
『
宇
宙
」
の
変
遷
、
井
二
危
険
な
る
『
宇
宙
」
」

‖
『
少
年
園
一
第
三
号
（
前
掲
書
）
、
九
～
一
四
頁
。
「
同
右
（
前
々
号
の
つ
・
き
）
」
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（
注
2
0
）

（
注
2
1
）

（
注
2
2
）

窪
翌

窪
聾

（
注
2
5
）

（
注
2
6
）

（
付
記
）

1
1
『
少
年
園
』
第
五
号
（
前
掲
書
）
、
四
～
一
〇
頁

「
少
年
の
気
象
」
‖
『
少
年
園
』
第
一
〇
号
、
一
八
八
九
年
三
月
一
八
日
、

一
～
三
頁

末
兼
八
百
吉
「
壮
士
、
青
年
、
少
年
／
（
其
こ
壮
士
」
‖
’
『
少
年
園
』
第
一

二
号
、
一
八
八
九
年
四
月
一
八
日
、
三
～
七
頁
。
「
同
右
／
（
其
二
）
青
年
」
1
1

『
少
年
園
』
第
一
四
号
、
同
年
五
月
一
八
日
、
三
～
九
頁
。
「
同
右
／
少
年
」

‖
『
少
年
園
』
第
一
五
号
、
同
年
六
月
三
日
、
五
～
九
頁

高
橋
五
郎
「
少
年
園
に
遊
ぶ
」
n
『
少
年
園
』
第
一
七
号
、
一
八
八
九
年
七

月
三
日
、
三
～
五
頁

柴
四
朗
「
朋
友
ノ
感
化
」
‖
『
少
年
園
』
第
一
号
（
前
掲
書
）
、
三
～
六
頁

西
村
正
三
郎
「
少
時
ノ
朋
友
」
1
1
『
少
年
園
一
第
四
号
、
一
八
八
八
年
一
二

月
一
八
日
、
六
～
一
〇
頁

「
動
物
界
の
朋
友
」
1
1
『
少
年
園
』
第
＝
号
、
一
八
八
九
年
四
月
三
日
、

一
～
三
頁

「
余
を
し
て
再
び
少
年
た
ら
し
め
ば
」
‖
『
少
年
園
』
第
一
五
号
、
一
八
八

九
年
六
月
三
日
、
一
～
五
頁
。
こ
の
巻
頭
論
説
は
無
署
名
で
発
表
さ
れ
た
が
、

山
縣
悌
三
郎
の
執
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
山
縣
は
同
年
五
月
、
大
日
本

教
育
会
議
員
と
し
て
出
席
し
た
愛
知
県
教
育
会
総
集
会
に
お
い
て
、
同
じ
題

で
演
説
を
行
っ
て
お
り
、
『
少
年
園
』
へ
の
掲
載
と
前
後
し
て
全
文
が
『
大
日

本
教
育
会
愛
知
部
会
雑
誌
一
第
二
七
号
（
一
八
八
九
年
七
月
発
行
）
に
再
録
さ

れ
て
い
る
。

『
少
年
園
一
の
引
用
は
、
復
刻
版
（
不
二
出
版
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
）
を
使

用
し
た
。
な
お
、
引
用
中
の
旧
字
は
適
宜
新
字
に
改
め
る
と
と
も
に
、
ル
ビ

や
傍
点
、
圏
点
は
省
略
し
た
。

一
一


